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公
共
施
設
の
大
量
一
斉
更
新
問
題　
そ
の
３

み
ん
な
で
考
え
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
の
こ
と

　

先
月
号
ま
で
に
、「
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、更
新
費
用
が
多
額
の
た
め
、す
べ
て
の
施
設
を
更
新
す
る
こ
と
は
難
し
い
」

こ
と
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
原
因
や
そ
の
解
決
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
す
べ
て
の
施
設
の
更
新
が

　
　
難
し
く
な
る
の
か
？

①
施
設
を
利
用
す
る
人
が
減
っ
て
い
く

　

本
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の
約

６
６
、０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け

て
お
り
、
直
近
の
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
３
８
、３
４
９
人
と
、
平
成
12
年
時
と

比
較
し
て
、
５
、１
２
４
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
ま

と
め
た
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（
平

成
25
年
３
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
今
後
、
長

門
市
の
総
人
口
は
約
10
年
後
の
平
成
37
年
に

は
２
９
、８
９
３
人
に
、
さ
ら
に
平
成
52
年

に
は
２
２
、０
８
７
人
ま
で
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
老
年
人
口
（
65

歳
以
上
の
人
口
）
は
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
年
少
人
口
（
０
歳
か
ら
14
歳
の
人

口
）
お
よ
び
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64

歳
の
人
口
）
は
大
き
く
減
少
し
、
少
子
高
齢

②
市
の
収
入
も
減
っ
て
い
く

　

長
門
市
の
財
政
規
模
は
、
年
度
に
よ
っ
て

変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

200
〜
230
億
円
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
普
通
会
計
決
算
の
歳
入
（
約

215
億
円
）
の
内
訳
を
見
る
と
、
市
税
や
使
用

料
と
い
っ
た
「
自
主
財
源
」
の
割
合
が
26.8
％

と
山
口
県
内
の
他
市
と
比
較
し
て
最
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
参
照
）

　

逆
に
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
と

い
っ
た
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
依
存
財

源
」
の
占
め
る
割
合
が
73.2
％
と
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
自
主
財
源
」
の
根
幹
で
あ
る
市

税
収
入
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
19
・
20
年

度
は
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る

税
源
移
譲
で
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ

化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
く
見
通
し
で

す
。（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

　

特
に
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
世
代
で
あ
る

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
と
、
経
済
全
体

の
規
模
が
縮
小
し
、
市
税
収
入
も
減
少
す
る
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れ
以
降
は
、
景
気
後
退
の
影
響
や
都
市
計
画

税
の
税
率
改
正
（
半
減
）
に
よ
り
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
（
約
210
億
円
）
の
状
況
は
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
施
設
の
運
営
な
ど

に
か
か
る
人
件
費
や
社
会
保
障
に
関
す
る
費

用
、
市
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
「
義
務

的
経
費
」
が
50
％
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
左
中
グ
ラ
フ
参

照
）

　

ま
た
、
人
口
が
減
少
す
る
と
、
少
な
い
人

数
で
た
く
さ
ん
の
施
設
を
支
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

依存財源　国や県から交付されたり割り当てられる収入（地方
　　　　　交付税、国庫支出金、県支出金、市債など）

自主財源　市が自主的に集められる財源のこと（市税、使用料、
　　　　　手数料、財産収入、繰入金、諸収入など）

③
公
共
施
設
は
必
要
不
可
欠

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
出
て
き
た
課
題
を
ま
と
め

る
と
、
現
在
市
が
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の

公
共
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
続
け
る

こ
と
は
、
財
政
負
担
が
大
き
く
、
非
常
に
難

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
後
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
や
建
て

替
え
に
必
要
と
な
る
費
用
と
道
路
・
橋
り
ょ

う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
費
用
が
巨

額
で
あ
り
、
現
状
の
更
新
費
用
の
規
模
を
大

き
く
上
回
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
状
況

は
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
減
少
や
社
会
保

障
費
な
ど
の
経
費
の
増
大
が
予
測
さ
れ
、
公

共
施
設
な
ど
の
改
修
や
更
新
費
用
に
充
当
す

る
財
源
の
確
保
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
も
の

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
や
集
会
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
私
た
ち
の
生
活

の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
市
と
し
て
は
、
大
切
な
公
共
施
設
を
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
基
本
と
し
、

時
代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
公
共

施
設
全
体
と
し
て
規
模
や
サ
ー
ビ
ス
を
変
え

て
い
く
こ
と
（
最
適
化
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

市
が
、
公
共
施
設
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
克
服
し
、
こ
れ
か
ら
も
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
の
方
向

性
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
適
正
な
保
有 

＝ 

量
の
見
直
し

・
適
正
な
公
共
施
設
の
量
と
機
能
の
見
直
し

●
適
切
な
管
理 

＝ 

質
の
見
直
し

・
施
設
の
計
画
的
な
保
全
や
維
持
管
理
の
効

　

率
化
を
図
り
、
施
設
の
寿
命
を
延
ば
す

●
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

・
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
安
定
し
た
行

　

財
政
運
営

　

今
後
、
こ
の
「
長
門
市
公
共
施
設
白
書
」

を
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
将
来
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て

の
、
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
行
っ
た
「
公
共

施
設
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結

果
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
経
営
改
革
室
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長門市の市税収入の推移
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普通会計決算歳入財源構成比率の比較（平成 24年度）

山口県13市の自主財源比率の平均：42.9％

補
助
費
な
ど
の
「
そ
の
他
経
費
」
を
差
し
引

く
と
、
施
設
の
整
備
に
充
て
る
「
投
資
的
経

費
」
の
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
、
13
％
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
面
で
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
歳
出
面
で
も
、
高
齢
化
に
よ
り

社
会
保
障
費
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
施
設
の
整
備
に
充
て
る
経
費
を
今
ま

で
ど
お
り
に
捻
出
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。


